
◆「脂腺系腫瘍およびその類縁疾
患を考えるー脂腺癌を見逃すな！」
はいかがでしたでしょうか？改め
て病理組織学的診断の重要性を感
じる特集となりました．安齋眞一
先生と斎田俊明先生の対談は，お
二人の思考プロセスがよく分かり，
大変に学びの多い内容になってい
ます．ちなみに，アイコンのイラス
トは連載「研修医のための皮膚病
理診断 Lesson」とそろえてみまし
た．本連載は 2年間の予定でスター
トしましたが，毎回多くの読者のみ
なさまから好評をいただきました．
会話形式にするという編集部の無
理な注文を快く受け入れ，貴重な知
識と経験を惜しみなく披露してく
ださった斎田俊明先生に，この場
を借りて心より感謝申し上げます
◆今号の表紙は春の花ミモザです．
黄色い房状の花が脂腺小葉を連想
させることから選びました◆ 4月
号は毎年恒例のフレッシャーズ特
集です．鹿児島大学医学部皮膚科学
教室教授の江川形平先生による「皮
膚科の薬，増えすぎ問題？～今こそ
知りたい使い分けのコツ～」です．
フレッシャーズだけでなく，ベテラ
ンの先生方にも臨床ですぐに役立
つ情報が満載ですので，ご期待くだ
さい．（S）
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